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　10月2日、田沼グリーンスポーツセンターにて佐野市総
合防災訓練が行われました。幼年消防クラブも防災への呼
びかけとして防災演技を行いました。

www.city.sano.lg.jp/gikai/ 佐野市議会 検 索 佐野市議会スマート中継 検 索

▼佐野市議会のライブ中継と録画配信をしています。

平成２８年９月定例会
■平成２７年度決算を認定
■決算審査特別委員会では延べ２６人が質疑
■一般質問に１８人が登壇
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会　計　名 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額

一　般　会　計 563億   505万円 547億7,785万円 520億1,780万円 27億6,005万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険（ 事 業 勘 定 ） 163億9,389万円 167億6,796万円 157億2,907万円 10億3,889万円

国民健康保険（直営診療施設勘定） 3億   498万円 2億7,450万円 2億7,350万円 100万円

公 共 下 水 道 34億3,777万円 34億 　43万円 32億   521万円 1億9,522万円

農 業 集 落 排 水 1億7,154万円 1億7,509万円 1億5,985万円 1,524万円

自 家 用 有 償 バ ス 1億7,776万円 1億7,345万円 1億7,315万円 30万円

介 護 保 険（ 保 険 事 業 勘 定 ） 106億4,861万円 103億9,021万円 101億5,649万円 2億3,372万円

介護保険（介護サービス事業勘定） 6,729万円 6,543万円 6,543万円 0万円

後 期 高 齢 者 医 療 12億2,082万円 12億1,331万円 12億1,258万円 73万円

佐野田沼インター産業団地造成事業 4億4,878万円 4億4,710万円 4億4,710万円 0万円

西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業 1億5,329万円 1億4,279万円 1億4,278万円 1万円

小 計 330億2,473万円 330億5,027万円 315億6,517万円 14億8,510万円

合　　　　　　　　　　　計 893億2,978万円 878億2,812万円 835億8,297万円 42億4,515万円

　９月定例会には、平成27年度一般会計、各特別会計、
水道事業会計及び病院事業会計決算の認定についての各
議案が提出されました。
　議会では、議員全員で構成する決算審査特別委員会を
設置し、９月15日、16日、20日、21日の４日間にわ
たり審査を行いました。
　委員会では一般会計16名、各特別会計等10名の委員
により質疑が行われました。審査の結果、決算審査要望
書を市当局に提出しました。（議決の結果はＰ４）

決算審査特別委員会  （パソコン・タブレット・スマートフォンで映像がご覧になれます！）

副委員長
川嶋　嘉一

委員長
山菅　直己

平成27年度　決　算　の　概　要

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

●公営企業会計
	 区　　　　　　分	 予　算　額	 決　算　額

水
道
事
業
会
計

病
院
事
業
会
計

  	 23億6,236万円 	  24億1,807万円 

	 21億3,036万円 	  20億  944万円 

	 7億2,431万円 	  7億2,230万円 

	 20億1,511万円 	  18億1,345万円 

	 10億1,195万円 	  10億1,009万円 

	 10億1,195万円 	  10億   865万円 

	 1億4,515万円 	  1億4,329万円 

	 2億4,750万円 	  2億4,735万円

（1万円未満四捨五入）

（1万円未満四捨五入）

（注）各会計ごとに1万円未満を端数処理しているため、歳入歳出差引残額、小計及び合計の欄については実際の数値と異なることがあります。

●一般会計及び特別会計

平成27年度 一般会計、各特別会計、 
水道事業会計、病院事業会計決算を認定

一般会計、各特別会計、 
水道事業会計、病院事業会計決算を認定

一般会計、各特別会計、 
水道事業会計、病院事業会計決算を認定

議会からこんにちは　2016.11.1 ②



　本市をはじめ多くの自治体では、生産年齢人口の減少による税収の伸び悩み、合併特例措置
の段階的縮小等による地方交付税の減少、急激な高齢化による社会保障関係経費の増加など
により、今後も厳しい財政状況が続くことが予想される。こうした状況の下、本市は行政改革
大綱に基づき着実に行政改革を推進し、一定の成果を上げてきた。第３次行政改革大綱に掲げ
たとおり、今後も、これまで以上に選択と集中を徹底し、不断の行政改革に取り組まれたい。

　平成27年12月に、佐野市総合計画の中から、特に地方創生を推進し、人口減少の克服に効果
のある取組をまとめた「佐野市まち・ひと・しごと創生総合戦略」が策定された。基本目標の数
値目標及び各施策の重要業績評価指標の達成度を検証し、改善を図りながら、本市の人口減少
に歯止めをかけ、地域が活性化するよう努められたい。

　市有施設のあり方については、現在、市有施設適正配置計画を策定中である。この計画策定
に当たっては、人口動態や社会環境の変化、市民ニーズの多様化等を踏まえ、廃止、用途変更、
統合、民間移譲、機能移転など、幅広い視点に立って総合的に手法を検討されたい。また、施設
の再編等を具体的に進める際は、市民への説明を十分に行い、理解を得ることが必要であるこ
とから、その点も十分に考慮されたい。

　関東・東北豪雨からの復旧が道半ばの中、本年も、４月には熊本地震、８月・９月には台風等
による自然災害が本市も含め全国各地で相次いで発生した。
　本市が大雨・洪水警報や土砂災害警戒情報に対し、迅速に災害警戒本部を設置して警戒に当
たっていることは敬意を表するところであるが、今後は、災害警戒本部の活動及び災害復旧活
動等を通して得た教訓をタイムラインに取り入れ、市民の安全安心を第一に考え、より実践的
な災害対策に取り組まれたい。

　子育て支援策として、待機児童対策（小規模保育所や認定こども園の整備、臨時保育士の処
遇改善）やこどもクラブの整備が具現化されはじめたことは、大いに評価するところである。
今後は、子ども・子育て支援新制度の下で、複雑化、多様化する保育ニーズを見極めながら、民
間活力の導入も含め、柔軟かつ迅速に保育環境の整備を進めるとともに、引き続きこどもクラ
ブの整備を図られたい。

　本市を含む地域社会では、少子高齢化による人口構造の変化と併せ、これまで経験したこと
のない急激な社会環境の変化が見込まれている。こうした状況の下、少子化と高齢化による各
世代の課題の解決に向けては、少子高齢化が世代間の複合的な課題であるとの認識を持ち、佐
野市人口ビジョンに定めた人口目標を実現するため、各種施策の実施に当たっては、均衡のと
れた政策対応を図られたい。

　新庁舎の開庁に伴い、中心市街地への人の流れが進んでいる。この好機を活かし、さのまち
づくり株式会社と連携しながら、より一層のまちなかの賑わい創出及び活性化を図り、中心市
街地の定住人口及び交流人口の増加に努められたい。

　人口減少と少子高齢化が同時進行する中で、田沼西地区、葛生地区及び赤見地区で小中一貫
校の設置が計画されているが、その執行に当たっては、児童生徒、保護者、地域及び学校の意見
を十分聴聞して進められたい。また、教員の資質向上、スキルアップ等を図り、本市の児童生徒
が、学力・体力とも全国に誇れ、明日の佐野市を担える人材となるよう努められたい。さらに、
教育施設の老朽化対策も進められたい。

　国民健康保険事業については、被保険者の高齢化、医療の高度化による医療費の高騰、所得
水準の低さなどの構造的な問題により、本市も厳しい財政運営を強いられている。こうした状
況を踏まえ、現在、財政運営の広域化が進められているが、事業の安定化を図るための奇策は
ないため、本市は、健康寿命の延伸に向けた取組、保健事業（特定健康診査・特定保健指導等）の
実施、ジェネリック医薬品の普及促進、そして保険税徴収率向上対策などを着実に実施されたい。

　水道事業については、老朽化している配管の計画的な更新を進めるとともに、水道料金の収
納率向上を図られたい。下水道事業については、経営基盤の強化及び財政マネジメントの向上
に的確に取り組むための公営企業会計への移行を遅滞なく推進されたい。

平成27年度決算審査要望書
1

2

3

4

5

10

6

7

8

9

議会からこんにちは　2016.11.1③



議案番号 件　　　　　　　　名 議決結果

議案第85号 平成27年度佐野市一般会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 賛成多数

議案第86号 平成27年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の認定について 認　　定 賛成多数

議案第87号 平成27年度佐野市国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）歳入歳出決算の認定について 認　　定 全会一致

議案第88号 平成27年度佐野市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 全会一致

議案第89号 平成27年度佐野市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 全会一致

議案第90号 平成27年度佐野市自家用有償バス事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 全会一致

議案第91号 平成27年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算の認定について 認　　定 賛成多数

議案第92号 平成27年度佐野市介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）歳入歳出決算の認定について 認　　定 全会一致

議案第93号 平成27年度佐野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 賛成多数

議案第94号 平成27年度佐野市佐野田沼インター産業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 全会一致

議案第95号 平成27年度佐野市西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 全会一致

議案第96号 平成27年度佐野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 原案可決
及び認定 全会一致

議案第97号 平成27年度佐野市病院事業会計決算の認定について 認　　定 全会一致

一　般　会　計
発言順序 氏　　　名 発言順序 氏　　　名

1 横　田　　　誠 9 岡　村　恵　子

2 本　郷　淳　一 10 久　保　貴　洋

3 青　木　　　伸 11 大　川　圭　吾

4 亀　山　春　夫 12 小　暮　博　志

5 鶴　見　義　明 13 金　子　保　利

6 菅　原　　　達 14 鈴　木　靖　宏

7 木　村　久　雄 15 蓼　沼　一　弘

8 田　所　良　夫 16 齋　藤　　　弘

特別会計、水道・病院事業会計
発言順序 氏　　　名 発言順序 氏　　　名

1 小　暮　博　志 6 菅　原　　　達

2 鶴　見　義　明 7 大　川　圭　吾

3 田　所　良　夫 8 横　田　　　誠

4 鈴　木　靖　宏 9 本　郷　淳　一

5 木　村　久　雄 10 岡　村　恵　子

○賛否がわかれた議案 （平成27年度決算議案）

決算審査特別委員会に付託された議案と結果

決算審査特別委員会質疑者一覧

議
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山
口　

孝

田
所
良
夫

春
山
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篠
原
一
世

山
菅
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己
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吾

藤
倉
義
雄

岡
村
恵
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鶴
見
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明

議　案

議案第85号 認　定
(賛成多数) 23 2 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○－○○○××

議案第86号 認　定
(賛成多数) 23 2 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○－○○○××

議案第91号 認　定
(賛成多数) 23 2 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○－○○○××

議案第93号 認　定
(賛成多数) 23 2 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○－○○○××

※○＝賛成、×＝反対
※議長（篠原一世）は採決に加わりません。

議会からこんにちは　2016.11.1 ④



9月定例会一般質問

積
極
的
に
※

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
取
り
込
み
、

目
標
の
入
り
込
み
客
数
１
千
万
人
に
少
し
で
も

近
づ
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、そ
の
方
向
性
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。ま
た
、訪
日
※

ム
ス
リ
ム
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
推
進
事
業
の
今
後
の
具
体
的
計
画
を
伺
い

た
い
。観

光
ス
ポ
ー
ツ
部
長

本
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
方
向
性
は
、東
京
か

ら
の
観
光
ル
ー
ト
の一部
と
し
て
誘
客
を
図
って
ま
い
り

ま
す
。具
体
的
に
は
、ク
リ
ケ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る‌

※

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る

観
光
客
、他
市
町
村
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
に
イ
ス

ラ
ム
教
徒
で
あ
り
ま
す
ム
ス
リ
ム
に
特
化
し
た
誘
客
を

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。10
月
に
ジ
ャ
カ

ル
タ
で
開
催
さ
れ
る
旅

行
展「
ガ
ル
ー
ダ
ト
ラ
ベ

ル
フェア
」、「
国
際
イ
ス

ラ
ミ
ッ
ク
エ
キ
ス
ポ
」に
お

い
て
、11
月
出
発
か
ら
の

パッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
発

売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

消
防
力
の
整
備
指
針
と
は
、
市
町
村
が
火

災
の
予
防
、
警
戒
、
鎮
圧
、
救
急
業
務
、

人
命
救
助
、
災
害
応
急
対
策
等
を
確
実
に
遂
行

す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
、
人
員
を
整
備
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
本
市
で
は
確
保
さ
れ
て
い
る

の
か
。消

防
長

本
市
の
消
防
力
を
国
の
基
準
で
算
定
し
ま

す
と
、
消
防
署
所
の
数
で
は
、
整
備
指
針
で
は

５
署
の
と
こ
ろ
３
署
、
消
防
車
両
５
台
の
と
こ

ろ
３
台
で
す
の
で
、
充
足
率
が
91.7
％
、
消
防
職

員
数
算
定
数
は
192
名
の
と
こ
ろ
150
名
で
す
の
で

充
足
率
78.1
％
で
す
。

　

ど
こ
の
消
防
機
関
に
お
き
ま
し
て
も
、
所
有

す
る
車
両
を
運
用
す
る
た
め
の
最
小
限
の
人
員

で
消
防
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
近
年

多
発
し
て
い
る
風
水
害

や
、
首
都
直
下
型
地
震

な
ど
を
考
慮
し
ま
す
と
、

さ
ら
な
る
消
防
力
の
強

化
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

金
子  

保
利 

議
員（
政
風
会
）

質問方式質問方式

消
防
行
政
に
つ
い
て

一問一答

平
成
29
年
の
佐
野
市
長
選
挙
・
市
議
会
議

員
選
挙
を
考
慮
し
、
投
票
所
入
場
券
に
投

票
用
紙
の
宣
誓
書
兼
請
求
書
を
印
刷
す
る
こ

と
で
期
日
前
投
票
の
受
付
の
円
滑
化
を
図
れ

な
い
も
の
か
伺
い
た
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長　

最
近
の
選
挙
人
の
投
票
行
動
の
特
徴
と
し

て
、
期
日
前
投
票
の
利
用
者
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
投
票
所
入
場
券

に
宣
誓
書
兼
請
求
書
を
印
刷
し
、
郵
送
す
る

こ
と
は
、
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
い

う
観
点
か
ら
選
挙
人
の
利
便
性
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
費
用
面

の
問
題
な
ど
多
方
面
か
ら
検
討
し
ま
す
。

本
郷  

淳
一 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

木
村  

久
雄 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

質問方式質問方式

質問方式質問方式

観
光
立
市
の

�

推
進
に
つ
い
て

投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て

一問一答

一問一答

そ
の
他
の
質
問

☆‌‌�‌�

自
転
車
保
険
義
務
化
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆‌‌�‌�

天
明
鋳
物
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

☆‌‌�‌�

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
促
進
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆‌‌�‌�

竹
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
☆�

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

に
つ
い
て

☆�

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
い
て

※�インバウンド観光、ムスリム、
　スポーツツーリズムとは・・・
・インバウンド観光…訪日外国人旅行のこと
・�ムスリム…「（神に）帰依する者」を意味す
るアラビア語で、イスラム教の教徒のこと。
・�スポーツツーリズム…プロスポーツの観戦者
やスポーツイベントの参加者と開催地周辺
の観光とを融合させ、交流人口の拡大や地
域経済への波及効果などを目指す取り組み。

▲ 佐野市消防署（佐野市消防本部）
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※

森
林
認
証
を
取
得
し
た
認
証
材
は
間
も
な

く
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
市
が
主
体
と
な
っ
て
、
組
織
を
ま
と
め
て

認
証
制
を
取
得
さ
せ
る
よ
う
な
動
き
に
し
て
い

く
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
が
必
要
か
と
思
う
が

ど
う
か
。

産
業
文
化
部
長

組
織
で
森
林
認
証
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、

組
織
形
成
の
た
め
に
、
森
林
所
有
者
や
製
材
業

者
、
林
業
関
係
者
な
ど
の
組
織
参
加
が
想
定
さ

れ
る
方
を
対
象
に
し
た
森
林
認
証
の
勉
強
会
の

開
催
や
、
意
見
交
換
な
ど
段
階
的
な
準
備
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
県
な

ど
と
も
連
携
し
、
先

進
地
の
取
り
組
み
事

例
な
ど
情
報
収
集
を

し
な
が
ら
、
勉
強
会

な
ど
の
開
催
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
や
自
治
体
主
導
で
、運
動
部
活
動
に
特
化

し
た
ス
ポ
ー
ツ
※

指
導
者
バ
ン
ク
を
設
立
し

て
い
る
所
が
増
え
て
き
て
い
る
。本
市
の
教
育
大

綱
に
お
い
て
は
、部
活
動
の
指
導
者
バ
ン
ク
の
導

入
を
進
め
る
と
あ
り
、早
急
に
制
度
化
す
る
事
が

必
要
と
考
え
る
が
、部
活
動
指
導
者
バ
ン
ク
に
つ

い
て
の
見
解
と
導
入
ま
で
の
道
筋
を
伺
い
た
い
。

教
育
長

部
活
動
の
指
導
者
バ
ン
ク
導
入
は
、外
部
指

導
者
の
有
効
な
活
用
を
図
る
た
め
に
は
、効
果
的

手
段
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、各
校
に
派
遣
し
て
い
る
外
部
指
導
者
や

県
の
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
、市
の
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
々
か

ら
、部
活
動
指
導
者
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
探
す
と
と
も
に
、部
活
動
指
導
者
を
公

募
す
る
な
ど
、関
係
各
課
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

学
校
が
活
用
し
や
す
い
部
活
動
指
導
者
バ
ン
ク

の
導
入
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

横
田
　  

誠 

議
員（
新
風
）

質問方式質問方式

中
学
校
の

�

学
校
運
営
に
つ
い
て

一問一答

佐
野
市
国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
の
整
備
状
況
と

今
後
の
活
用
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長

ク
リ
ケ
ッ
ト
場
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
、平

成
26
年
４
月
に
県
か
ら
旧
田
沼
高
校
の
譲
渡
を
受

け
、以
降
グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
に
お
い
て
は
日
本
ク
リ

ケ
ッ
ト
協
会
が
草
刈
り
や
芝
の
育
成
、散
水
等
に
よ

る
維
持
管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、国
内
随

一
の
練
習
用
ピ
ッ
チ
を
整
備
し
、投
球
と
打
撃
の
練

習
を
効
率
よ
く
行
う
環
境
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
整
備
に
つ
い
て
は
、地
方
創
生
推
進
交
付

金
を
活
用
し
、数
年
か
け
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
良
や

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ケ
ッ
ト
を
本
市
が
日
本
の
先
頭
に
立
っ
て

推
進
す
る
こ
と
は
、交
流
人
口
の
増
加
や
国
際
交
流

の
推
進
、地
域
経
済
の
活
性
化
と
い
っ
た
ま
ち
づ
く

り
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
残
す
こ
と
が
で
き

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

高
橋
　  

功 

議
員（
自
民
佐
野
）

山
菅  

直
己 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

質問方式質問方式

質問方式質問方式

豊
か
な

森
林
資
源
の
活
用
と

木
育
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
立
市

�

に
つ
い
て

一問一答

一問一答

そ
の
他
の
質
問

☆‌‌�‌�

中
山
間
地
域
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆‌‌�‌�

改
正
農
業
委
員
会
法
と

課
税
強
化
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆‌‌�‌�

防
災
対
策
に
つ
い
て

☆‌‌�‌�

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

☆‌‌�‌�

佐
野
市
き
れ
い
な
ま
ち

づ
く
り
推
進
条
例
に
つ

い
て

▲ クリケット

※指導者バンクとは・・・
資格を有している方
や、その種目で熟練
された指導者を紹介・
派遣する制度。

※森林認証とは・・・
独立した第三者機関が一定の基準等を基に、
適切な森林経営や持続可能な森林経営が行
われている森林又は経営組織などを認証し、
それらの森林から生産された木材・木材製品
へラベルを貼り付けることにより、消費者の選
択的な購買を通じて、持続可能な森林経営を
支援する取り組み。
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発
達
障
害
児
が
増
え
て
い
る
よ
う
な

デ
ー
タ
が
あ
る
が
、
※

す
こ
や
か
保
育
を

今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

こ
ど
も
福
祉
部
長

現
在
保
育
士
を
加
配
し
て
、
個
別
の
指

導
計
画
を
立
て
て
保
育
し
て
お
り
、
こ
の
う

ち
約
80
％
の
児
童
が
週
1
回
程
度
の
療
育
支

援
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
早
期
に
適

切
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、
健
康
増
進
課
で
は
乳
幼
児

健
診
や
発
達
相
談
に
よ
り
早
期
発
見
に
努
め

て
お
り
、
保
育
園
で
も
入
園
申
込
み
の
際
に

発
達
障
害
な
ど
が
疑
わ
れ
る
場
合
や
、
入
園

後
に
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
た
場
合
は
、

医
師
や
関
係
部
署
と
連
携
し
、
す
こ
や
か
保

育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。

佐
野
市
内
の
骨
髄
提
供
者
い
わ
ゆ
る
ド

ナ
ー
に
対
し
、
市
と
し
て
条
例
や
規
則
を

制
定
し
、
支
援
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

い
た
い
。

健
康
医
療
部
長

骨
髄
移
植
が
必
要
な
方
が
見
つ
か
っ
た
際
、

ド
ナ
ー
に
つ
い
て
は
骨
髄
提
供
の
た
め
仕
事
を

休
み
、
何
日
か
は
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
そ
の
辺
の
心
身
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

よ
う
な
支
援
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
か
ら
の

実
施
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

要
綱
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
ド
ナ
ー
本
人
に
対

す
る
支
援
と
あ
わ
せ
て
、
事
業
者
へ
の
支
援
も

検
討
し
て
お
り
、
金
額
的
な
も
の
に
つ
い
て
は

他
市
の
状
況
を
参
考
に
今
後
整
備
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鈴
木  

靖
宏 

議
員（
自
民
佐
野
）

質問方式質問方式

保
育
園
の

�

諸
問
題
に
つ
い
て

一問一答

健
康
障
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
さ
れ
る

時
間
外
労
働
の
過
労
死
ラ
イ
ン
が
月
平
均

80
時
間
以
上
と
言
わ
れ
て
い
る
。
身
体
的
ス

ト
レ
ス
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
の
対
応
が
必
要

だ
と
考
え
る
。
50
人
以
下
の
事
業
所
で
は
、

対
象
外
の
教
員
１
人
１
人
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
を
教
育
委
員
会
全
体
を
１
つ
の
企
業
と
し

て
検
討
す
べ
き
と
質
問
し
た
が
、
そ
の
後
の

検
討
状
況
を
伺
い
た
い
。

教
育
長

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
す
る
場
合
は

特
定
の
学
校
で
は
な
く
、
全
教
職
員
を
対
象

に
す
べ
き
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
現

在
、
平
成
29
年
度

の
実
施
を
目
途
に

し
、
教
育
委
員
会

で
研
究
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

蓼
沼  

一
弘 

議
員

鶴
見  

義
明 

議
員（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

質問方式質問方式

質問方式質問方式

※

骨
髄
バ
ン
ク
に
つ
い
て

教
員
の
労
働
環
境
の

改
善
に
つ
い
て

一括質問
一括答弁

一問一答

そ
の
他
の
質
問

☆‌‌�‌�

界
小
学
校
施
設
整
備

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆‌‌�‌�

子
ど
も
の
貧
困
問
題

に
つ
い
て

☆‌‌�‌�

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
つ

い
て

そ
の
他
の
質
問

☆‌‌�‌�

葛
生
地
区
公
民
館
に

つ
い
て

※すこやか保育とは・・・
児童の障がいの程度又は
発育若しくは発達の段階
に応じた支援及び保育の
こと。

※骨髄バンクとは・・・
骨髄バンクとは骨髄移植を希
望する患者さんのために、健
康な人（非血縁者）のHLA デ
ータ（ヒトの免疫に関わる重要
な分子）をあらかじめ調べて登
録しておく公的機関。
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待
機
児
童
の
多
か
っ
た
市
町
に
お
い
て
は
、

保
育
士
の
給
料
に
上
乗
せ
や
、家
賃
の
補
助
、

独
自
の
処
遇
改
善
を
約
４
割
の
市
町
が
実
施
し

て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。今
年
度
中
に
で

き
る
処
遇
改
善
策
を
伺
い
た
い
。

こ
ど
も
福
祉
部
長

公
立
保
育
園
の
保
育
士
確
保
を
図
る
た
め
、

今
年
度
臨
時
保
育
士
の
処
遇
を
改
善
し
、人
材

の
確
保
に
努
め
ま
す
。現
在
の
報
酬
額
が
日
額

で
一
律
８
，７
０
０
円
を
10
月
の
給
与
か
ら
経

験
と
職
責
を
加
味
し
、９
，０
０
０
円
か
ら
１
万

円
の
範
囲
に
増
額
し
ま
す
。短
時
間
勤
務
の
保

育
士
は
、現
在
の
時
給
９
９
０
円
を
１
，１
０
０
円

に
増
額
し
ま
す
。

　

ま
た
、今
年
度
退

職
す
る
保
育
士
資
格

を
有
す
る
職
員
を
再

任
用
で
勤
務
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

豊
臣
秀
吉
と
も
深
い
か
か
わ
り
を
持
ち
、小
田

原
の
北
条
氏
と
の
戦
い
に
、先
鋒
と
し
て
軍
功

を
立
て
た
天て

ん

徳と
く

寺じ

宝ほ
う

衍え
ん

の
歴
史
的
存
在
価
値
及
び

赤
見
城
と
の
関
係
を
伺
い
た
い
。

教
育
総
務
部
長

天
徳
寺
宝
衍
は
、戦
国
時
代
の
唐
沢
山
城
主
、

佐
野
昌
綱
の
弟
と
さ
れ
、秀
吉
の
小
田
原
攻
め
で

は
、忍お

し

城じ
ょ
う

攻
め
に
も
参
陣
し
た
と
さ
れ
ま
す
。そ
の

功
績
で
秀
吉
か
ら
佐
野
領
を
安
堵
さ
れ
て
お
り
、

佐
野
家
の
再
興
と
存
続
を
担
っ
た
人
物
と
し
て
高

く
評
価
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、赤
見
城
と
の
関
係
は
、秀
吉
の
小
田
原
攻
め

の
前
年
、天
徳
寺
が
赤
見
城
に
入
り
、「
義ぎ

故こ

を
糾

き
ゅ
う

合ご
う

す
」と
あ
り
、ゆ
か
り
の
仲
間
を
集
っ
た
こ
と
や
、

佐
野
家
の
家
督
を
譲
っ
た
２
年
後
に
赤
見
町ま

ち

屋や

で

庵
を
営
ん
だ
こ
と
が
記

し
て
あ
り
、１
６
０
１
年

に
亡
く
な
り
山
形
の
報

恩
寺
に
葬
ら
れ
た
と
記

さ
れ
て
お
り
、ゆ
か
り

の
深
い
地
で
あ
っ
た
と

わ
か
り
ま
す
。

田
所  

良
夫 

議
員（
新
風
）

質問方式質問方式

本
市
の
文
化
財
、史
跡
、

歴
史
遺
産
等
に
つ
い
て

一問一答

農
地
中
間
管
理
機
構
で
は
地
域
集
積
協
力

金
、
経
営
転
換
協
力
金
、
耕
作
者
集
積
協

力
金
な
ど
あ
る
よ
う
だ
が
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
か
伺
い
た
い
。

産
業
文
化
部
長

地
域
集
積
協
力
金
と
は
、
地
域
の
農
用
地

区
域
内
の
農
地
面
積
の
内
、
一
定
割
合
以
上
を

機
構
に
貸
し
付
け
た
場
合
に
、
当
該
区
域
に
対

し
て
支
払
わ
れ
る
も
の
で
す
。
経
営
転
換
協
力

金
と
は
、
離
農
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
機
構
へ

農
地
を
貸
し
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
担
い
手
へ

の
農
地
の
集
積
や
集
約
に
協
力
し
て
も
ら
う
場

合
に
、
農
地
の
出
し
手
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る

も
の
で
す
。
耕
作
者
集
積
協
力
金
と
は
、
担
い

手
の
耕
作
す
る
農
地
に
隣
接
す
る
農
地
を
機
構

へ
貸
し
付
け
る
こ
と

に
よ
り
、
担
い
手
の

農
地
の
集
約
化
に
協

力
し
て
も
ら
う
場
合

に
、
農
地
の
出
し
手

に
支
払
わ
れ
る
も
の

で
す
。

飯
田  

昌
弘 

議
員（
自
民
佐
野
）

亀
山  

春
夫 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

質問方式質問方式

質問方式質問方式

※

待
機
児
童
と
保
留
児
童
の

�

現
状
と
解
消
策
つ
い
て

※

農
地
バ
ン
ク
に
つ
い
て

一問一答

一問一答

※待機児童と保留児童の違いとは・・・
保留児童は保育所の入所申し込みをし
ていて、入所要件に該当しているが、入所
出来なかった児童のこと。待機児童は保
留児童うち、求職活動を休止しているな
どの除外要件に該当する児童を除いた
もの。

※農地バンクとは・・・
農地バンクとは、貸したい・売り
たい農地を集め、借りたい・買い
たい農業経営者に提供していく
仕組みで、都道府県別に設置さ
れた農地中間管理機構が担って
いる。

そ
の
他
の
質
問

☆‌‌�‌�

観
光
立
市
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆‌‌�‌�

新
規
が
ん
患
者
101
万
200

人
に
対
す
る
対
応
策
に

つ
い
て

☆‌‌�‌�

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
防
災

対
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆‌‌�‌�

農
家
民
泊
に
つ
い
て

☆‌‌�‌�

鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

▲ 天徳寺宝衍（佐野房綱）の墓所
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9月定例会一般質問

国
は
給
付
型
の
奨
学
金
を
検
討
し
て
い
る
。

地
方
創
生
の
観
点
か
ら
、将
来
の
人
口
減
少

対
策
と
し
て
、本
市
へ
の
定
住
を
目
的
と
し
た
給

付
型
の
奨
学
金
を
検
討
で
き
な
い
か
。例
え
ば
、大

学
や
専
門
学
校
等
を
卒
業
後
、本
市
に
５
年
間
以

上
就
職
や
在
住
す
る
場
合
は
奨
学
金
の
返
還
を
免

除
す
る
よ
う
な
制
度
が
あ
っ
て
も
良
い
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

教
育
総
務
部
長

定
住
を
目
的
と
し
た
給
付
型
奨
学
金
は
現
在
、

国
に
お
い
て
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設
に
向
け

た
検
討
チ
ー
ム
を
設
置
し
、具
体
的
な
制
度
設
計

の
議
論
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
後
、国
の
動

向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、他
市
の
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、奨
学
金
返
還
免
除
に
つ
い
て
は
、現
在
本

市
で
は
奨
学
金
貸
与
事
業
と
奨
学
金
返
還
助
成
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、こ
れ
ら
の
事
業
実
績

や
有
効
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た

市
民
病
院
の
民
間
譲
渡
は
、市
民
に
と
っ
て

安
心
で
き
る
地
域
医
療
に
向
か
う
と
は
考
え
に
く

い
が
、当
局
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

健
康
医
療
部
長

今
後
も
市
民
に
良
質
な
医
療
を
提
供
し
、地

域
の
中
核
病
院
と
し
て
存
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

市
か
ら
の
財
政
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
な
よ
り

健
全
な
病
院
経
営
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
こ
と
、

経
営
責
任
が
明
確
と
な
り
、医
療
法
人
と
し
て
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
揮
し
て
よ
り
効
率
的
な
経
営
を
目

指
せ
る
こ
と
、ま
た
昨
今
の
医
療
政
策
の
変
化
や

地
域
住
民
の
医
療
需
要
の
変
動
に
対
し
、迅
速
な

対
応
が
可
能
と
な
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、よ

り
よ
い
経
営
形
態
を
様
々
な
方
向
か
ら
検
討
し
た

結
果
、民
設
民
営
の
方
針
を
定
め
ま
し
た
。引
き
続

き
地
域
医
療
の
中
核

病
院
と
し
て
の
市
民

の
安
心
安
全
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

川
嶋  

嘉
一 

議
員（
政
風
会
）

質問方式質問方式

本
市
の
奨
学
金
制
度�

�

に
つ
い
て

一括質問
一括答弁

田
沼
西
地
区
小
中
一
貫
校
開
校
に
向
け
て

の
基
本
方
針
の
中
か
ら
、
平
成
28
年
度
中

に
施
設
設
計
と
あ
る
が
、
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
た
い
。

教
育
総
務
部
長

施
設
の
設
計
は
現
在
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
り
業
者
の
選
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
設
計
業
者
が
決
ま

り
次
第
、
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
を
行
い
ま

す
。
平
成
29
年
度
中
に
工
事
に
取
り
か
か
り
、

31
年
末
ま
で
に
は
整
備
を
終
え
、
32
年
３
月
ま

で
の
期
間
を
開
校
に
向
け
た
準
備
期
間
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
運
営
に
つ
い
て
も
開

校
準
備
委
員
会
等
で

順
次
協
議
を
行
い
、

32
年
４
月
に
無
事
開

校
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
村  

恵
子 

議
員（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

久
保  

貴
洋 

議
員（
自
民
佐
野
）

質問方式質問方式

質問方式質問方式

市
民
病
院
の

民
間
譲
渡
方
針
に
つ
い
て

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

一問一答

一問一答

そ
の
他
の
質
問

☆‌‌�‌�

英
語
教
育
に
つ
い
て

☆‌‌�‌�

市
か
ら
の
補
助
金
等

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆‌‌�‌�

保
育
園
に
つ
い
て

☆�

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

調
理
業
務
・
配
送
業
務

の
委
託
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆‌‌�‌�

ま
ち
な
か
活
性
化
に

つ
い
て

☆‌‌�‌�

佐
野
市
の
魅
力
度
ア

ッ
プ
に
つ
い
て

▲ 市民病院

▲ 田沼西中学校（現在）
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プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
と
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
教
育
方
法
か
。
ま
た
、
次
期
学

習
指
導
要
領
で
各
教
科
に
採
り
入
れ
と
あ
る
が
、

そ
れ
は
い
つ
頃
に
な
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長

小
学
校
で
は
、
算
数
科
で
筆
算
の
学
習
な

ど
、
手
順
を
考
え
る
よ
う
な
学
習
で
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
の
素
地
を
学
ん
で
い
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
既
に
現
行
の
学
習
指
導
要
領
の

中
で
、
技
術
・
家
庭
科
に
お
い
て
情
報
処
理
の

手
順
を
考
え
、
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作
成
で

き
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

採
り
入
れ
る
時
期
は
、
前
回
改
定
時
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
踏
ま
え
た
場
合
、
平
成
30
年
度
か

ら
試
行
に
入
り
、
教
科
書
の
策
定
及
び
検
定
採

択
等
を
経
て
、
小
学
校
は
32
年
度
か
ら
、
中
学

校
は
33
年
度
か
ら
全
面
実
施
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

市
民
か
ら
、
土
曜
日
の
保
育
時
間
を
夕
方

ま
で
延
長
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ

る
が
、
そ
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
の
か
。
他
市
で
は
柔
軟
に
対
応
し
て

い
る
園
も
あ
り
、
需
要
の
高
い
エ
リ
ア
の
園

か
ら
で
も
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。こ

ど
も
福
祉
部
長

ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
、
土
曜
日
の
利
用
希

望
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま

す
。
保
育
士
不
足
の
折
、
短
時
間
保
育
士
も

確
保
が
困
難
な
状
況
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
拡
充

に
よ
り
利
用
者
が
増
え
た
場
合
、
さ
ら
に
保

育
士
を
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
通
常
保
育

を
担
う
保
育
士
を

充
足
し
た
う
え
で
、

実
施
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
に
つ
い
て
、
地
方
創
生
の
観
点

か
ら
も
条
例
を
制
定
し
て
力
を
入
れ
て
い

る
自
治
体
が
多
く
あ
る
。
地
産
地
消
条
例
を

作
る
こ
と
で
、
色
々
な
効
果
が
う
ま
れ
て
く

る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

産
業
文
化
部
長

条
例
に
お
い
て
、
市
、
生
産
者
、
消
費
者
、

事
業
者
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
地
産
地
消
に
つ
い
て
、
市
民

一
人
一
人
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
宇
都

宮
市
や
小
山
市
な
ど
条
例
化
し
た
例
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ど
の

よ
う
な
効
果
が

あ
っ
た
の
か
等
を

検
証
し
た
う
え
で
、

条
例
化
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま

す
。

青
木
　  

伸 

議
員（
政
風
会
）

質問方式質問方式

佐
野
市
の
地
産
地
消

政
策
に
つ
い
て

一問一答

齋
藤 

　
弘 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

菅
原
　  

達 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

質問方式質問方式

質問方式質問方式

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

　

活
用
し
た
教
育

�

に
つ
い
て

保
育
サ
ー
ビ
ス
の

�

充
実
に
つ
い
て

一問一答

一問一答

そ
の
他
の
質
問

☆‌‌�‌�

災
害
弱
者
の
支
援
計
画

に
つ
い
て

☆‌‌�‌�

銀
行
と
自
治
体
の
包
括

連
携
協
定
に
つ
い
て

☆‌‌�‌�

災
害
協
定
を
踏
ま
え
て

ド
ロ
ー
ン
の
安
全
対
策

と
活
用
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆‌‌�‌�

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
お
け

る
課
題
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆‌‌�‌�

佐
野
市
管
内
土
地
の
不

明
及
び
不
審
地
主
の
把

握
に
つ
い
て

議会からこんにちは　2016.11.1パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継と録画配信をしています 佐野市議会スマート中継 ⑩ 



　9月定例会は9月2日（金）から9月26日（月）までの25日間の日程で行われました。審議され
た議案等とその結果は次のとおりです。

平成28年第3回佐野市議会定例会　審議された議案等と結果

議案番号等 件　名　（主　旨） 議決結果

意見書案第１号 川の日を国民の祝日に定めることを求める意見書について 原案可決 全会一致

議員案第１号 佐野市議会議員定数条例の改正について（佐野市議会議員の議員
の定数を改めるため） 原案可決 賛成多数

報 告 第12号 株式会社どまんなかたぬまの経営状況を説明する書類の提出について 報　　告 －

報 告 第13号 継続費精算報告書の提出について（新庁舎建設事業及び消防救急
デジタル無線等整備事業の完了による報告） 報　　告 －

報 告 第14号 平成27年度健全化判断比率及び資金不足比率について 報　　告 －

報告第15号 市長の専決処分事項報告について（損害賠償の額の決定及び和解） 報　　告 －

報告第16号 市長の専決処分事項報告について（損害賠償の額の決定及び和解） 報　　告 －

議案第74号 人権擁護委員候補者の推薦について（新たに大関輝雄氏を推薦す
るもの） 推薦同意 全会一致

議案第75号 人権擁護委員候補者の推薦について（新たに尾花淳美氏を推薦す
るもの） 推薦同意 全会一致

議案第76号 人権擁護委員候補者の推薦について（新たに兵藤勇氏を推薦する
もの） 推薦同意 全会一致

議案第77号 佐野市部及び行政機関等設置条例の改正について（田沼行政セン
ター及び葛生行政センターを移転するため） 原案可決 全会一致

議案第78号 佐野市男女共同参画推進センター条例の改正について（佐野市男
女共同参画推進センターを移転するため） 原案可決 全会一致

議案第79号 佐野市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に関する
条例の改正について（診療所医師の報酬額及び支給期日を改めるため） 原案可決 全会一致

議案第80号 佐野市税条例の改正について（地方税法等の改正に伴い、所要の
規定を整備するため） 原案可決 全会一致

議案第81号 佐野市図書館条例の改正について（佐野市立葛生図書館を移転するため） 原案可決 全会一致

議案第82号 佐野インランドポート建築工事請負契約について（佐野インラン
ドポート建築工事を執行するため） 原案可決 賛成多数

議案第83号 大型荷役機械の取得について（佐野インランドポートの大型荷役
機械を取得するため） 原案可決 賛成多数

議案第84号 損害賠償の額の決定及び和解について（平成25年11月18日に発生
した交通事故についての損害賠償の額の決定及び和解するため） 原案可決 全会一致

議案第98号 平成28年度佐野市一般会計補正予算（第２号）（歳入歳出予算の総額
にそれぞれ1,920,723千円を追加並びに継続費及び地方債の補正） 原案可決 全会一致

議案第99号
平成28年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算

（第１号）（歳入歳出予算の総額にそれぞれ808,165千円を追加す
るもの）

原案可決 全会一致

議案第100号
平成28年度佐野市国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）
補正予算（第２号）（歳入歳出予算の総額にそれぞれ1,262千円を追
加するもの）

原案可決 全会一致

議案第101号 平成28年度佐野市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）（歳
入歳出予算の総額にそれぞれ4,591千円を追加するもの） 原案可決 全会一致
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12月定例会日程（案）12月定例会日程（案）
　平成28年第4回定例会の日程は、11月25日(金)
の議会運営委員会で内定し、12月2日（金）の本
会議で決定します。
※日程は変更になることがあります。

議案番号等 件　名　（主　旨） 議決結果

議案第102号 平成28年度佐野市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
（歳入予算の款項の金額を変更するもの） 原案可決 全会一致

議案第103号
平成28年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正予算

（第１号）（歳入歳出予算の総額にそれぞれ234,502千円を追加す
るもの）

原案可決 全会一致

議案第104号 平成28年度佐野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）（歳
入歳出予算の総額にそれぞれ734千円を追加するもの） 原案可決 全会一致

議案第105号
平成28年度佐野市西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別会計
補正予算(第１号)（歳入予算の款項の金額を変更するもの及び地
方債の補正）

原案可決 全会一致

議案第106号 平成28年度佐野市病院事業会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
陳情第１号 「川の日を国民の祝日に定めること」を求める意見書に関する陳情 採　　択 全会一致
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議　案　等

議員案第1号 原案可決
(賛成多数) 23 2 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○－○○○××

議 案 第82号 原案可決
(賛成多数) 23 2 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○－○○○××

議 案 第83号 原案可決
(賛成多数) 23 2 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○－○○○××

※○＝賛成、×＝反対
※議長（篠原一世）は採決に加わりません。

月 日 開会
時間 会議内容

11
月

22日（火） － 請願、陳情提出期限（17:00)
23日（祝） －
24日（木） －
25日（金） 10:00 議会運営委員会
26日（土） －
27日（日） －
28日（月） －
29日（火） －
30日（水） －

月 日 開会
時間 会議内容

12
月

1日（木） －
2日（金） 10:00 本会議（議案説明）
3日（土） - 休会
4日（日） － 休会
5日（月） － 休会
6日（火） 10:00 本会議（議案質疑、討論、表決）
7日（水） 10:00 本会議（一般質問）
8日（木） 10:00 本会議（一般質問）
9日（金） 10:00 本会議（一般質問）
10日（土） － 休会
11日（日） － 休会

12日（月） 9:00
13:30

建設常任委員会
厚生常任委員会

13日（火） 9:00
13:30

経済文教常任委員会
総務常任委員会

14日（水） － 休会
15日（木） － 休会

16日（金） 10:00 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決）

※議案第85号から第97号までは決算審査特別委員会に付託された議案であるためＰ４に掲載しています。
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来年４月に予定されている市議会議員選挙から２４人になります。

　陳情第１号　　　「川の日を国民の祝日に定めること」を求める意見書に関する陳情
� （平成28年５月９日受理）
▼提出者
　　川の日を国民の祝日にしよう会　会長　桑原　史朗
▼陳情の趣旨
　‌�　川の恩恵を享受していることに感謝する日、一人一人が川の大切さを考え直すキッカケの記念日として国民
の祝日にすること求めます。
▼審査結果
　‌�　本陳情は６月定例会において総務常任委員会に付託審査され、継続審査になっていましたが、９月定例
会において再度付託審査され、採択になりました。本会議においても、同委員会の決定に全議員が賛成
し採択になりました。

　意見書案１号　　川の日を国民の祝日に定めることを求める意見書について
　‌�　９月定例会において、（提出者）本郷淳一議員、（賛成者）久保貴洋議員、山口孝議員、春山敏明議員、
亀山春夫議員による川の日を国民の祝日に定めることを求める意見書（案）が提出され、議員全員の賛成により
可決されました。意見書は佐野市議会として内閣総理大臣、国土交通大臣、環境大臣、衆議院議長、
参議院議長及び栃木県知事に提出しました。

川の日を国民の祝日に定めることを求める意見書

　身近な川と遊び親しみ、自然の大切さを学び、川の恩恵に感謝する記念日として、「川の日」を国民の祝日に定める
ことを求める理由は下記のとおりである。

記

　１�　川は山の湧水から生まれ、生命体の命の水となって海へ流れ込んでいく。その古から変わることのない営み
（生活の知恵）が自然環境生態系を創り出しており、我々の日々の暮らしと切っても切れない自然美豊かな川と
の付き合いによって、大きな恩恵を享受していることを感謝するため。

　２�　油断をしないで、突然の川の猛威（自然の力）への対策を怠らずに、常日頃から川の恐ろしさを学習する日、そ
の一方で大切な川（自然）の保護と防災、そして利水・治水を有効に活用するため官民一体となり対策に万全を期
するため。

　３�　川に流れる水の恩恵を受けて、希少価値の小さな命が懸命に生きている姿を見て、我々は勇気と元気を貰って
いる。そのような自然環境を守り育てるため。

　　�　以上のように、「川の日」を川の恩恵を享受していることに感謝する日、そして一人一人が川の大切さを考え
直すきっかけの日となるよう、国民の祝日に制定することを強く求める。

　　　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
平成28年９月６日
佐野市議会　　　

陳情・意見書案の審査結果

　議員定数のあり方については、本年3月に議員で構成する議員定数等検討委員会を設置し、本市
と人口規模や産業構造の近い栃木県、茨城県、群馬県及び埼玉県の市議会などと比較検討を行い、
同委員会で6回にわたり協議を重ねた結果、2人削減し、24人とすることが妥当であるとしました。
　議員定数を24人とする佐野市議会議員定数条例の改正については、議員案として9月定例会の
初日（9月2日）に提出し、9月6日に賛成多数で可決されました。
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田沼行政センターと葛生行政センターが移転します。
・田沼行政センターは旧田沼庁舎の新館を改修し、11月28日（月）に開所します。
・葛生行政センターは旧葛生庁舎を解体して同じ場所に建設しており、12月5日（月）
　に開所します。

田沼行政センター
葛生行政センター のご 案 内のご 案 内

 田沼行政センター 田沼行政センター

 葛生行政センター 葛生行政センター

鉄筋コンクリート造一部鉄骨造　3階建
延床面積　1315.08㎡

建 物 概 要

鉄筋コンクリート造一部鉄骨造　2階建
延床面積1049.32㎡

建 物 概 要

主なフロア案内
1階 田沼行政センター（窓口業務）、
 水道局北部営業所
2階 人権・男女共同参画課、
 文化財課、農山村振興課、会議室　
3階 大会議室

主なフロア案内
1階 葛生行政センター（窓口業務）、
　　　 葛生図書館、授乳室
2階 書庫、倉庫

※完成イメージ図
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